
 

 

 

 

送迎保育ステーション事業の見直し及び認可保育所への移行について 

 

当該事業は、ＪＴ跡地の大規模保育所の整備に伴い、施設整備が困難であっ

た市東部地区の受入枠拡大策として、桜町の市有地に１階部分に０歳から２歳

の小規模保育事業所（定員１９名）を、２階部分に３歳から５歳の送迎保育ステ

ーション（定員３０名）を平成 31 年４月に開設し、朝は児童を大久保の園（ゆ

りのき COCORO）にバスにより送迎し保育を行い、夕方は大久保から戻り、桜町の

園で保育を行っております。 

来年度、市東部地区において、あわせて４施設（定員３８１人）と大幅な施設

整備が進み、当初の課題が解決される見込みであることから、送迎保育ステー

ションを廃止するとともに、同施設を有効活用し、０歳から５歳まで利用でき

る認可保育所への移行を行います。 

なお、現在の利用者については、自宅や保護者の勤務先に近い施設へ優先的

に転園を行うなど継続した保育を補償するとともに、これまでの送迎による児

童の負担軽減もあわせて図ります。 

 

１ 事業見直し案 

令和３年３月末で当事業を廃止し、同施設を活用し必要な整備を行ったうえで、

令和４年４月に６０人定員の認可保育所に移行します。認可保育所の運営は、小規

模保育所の事業者が引き続き行います。 

 

＜現在＞      ＜見直し後＞ 

 

 

 

               [現園舎] [増築棟] 

 

 

 

２ 見直しによる効果（受入枠の増、児童の負担軽減） 

移行に伴う整備により３歳から５歳児の定員が１０名程度増加するほか、０歳か

ら５歳の認可保育所に移行することで、すべての児童がそのまま進級できるように

なり、児童の送迎への負担がなくなります。 

送迎保育ステーション利用児童の空き枠を活用し、新たに大久保の本園（ゆりの
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き COCORO）と連携する小規模保育事業所を整備することにより、待機児童が多い大

久保地区の１歳、２歳児の受入枠を拡充します。 

 

３ 送迎保育ステーション等利用者への個別相談会の実施 

送迎保育ステーションを利用している児童２１名（３歳：７名、４歳：７名、５歳：

７名）の保護者及び桜町ちいさな COCORO を利用している児童２１名（０歳：５名、

１歳：６名、２歳：１０名）の保護者に対し、見直し案をお知らせし、希望する１１

名の方に対しては９月１２日に個別相談会を実施しました。 

 

４ スケジュール案 

時 期 送迎保育ステーション 大久保 

令和２年９月中旬 現利用者への個別説明会の実施  

令和３年２月まで 
現利用者の進級先の決定（利用

調整） 
 

令和３年３月末 廃止（現在の小規模は継続）  

令和３年４月  ３歳～５歳枠拡充 

令和３年夏頃 増築工事実施  

令和４年４月 移行園運営開始  

 


